
5

　

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
青
年
協
議
会

（
諸
田
宏
会
長
）
は
、
８
月
28
日
、
高

崎
市
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
高
崎
に

お
い
て
、
夏
季
研
修
会
及
び
暑
気
払
い

を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
に
一
般
社
団
法

人
全
日
本
講
師
連
盟
顧
問
・
森
真
一
氏

を
迎
え
、「
中
小
企
業
経
営
者
に
求
め
ら

れ
る
危
機
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
た
。

　

森
氏
は
ま
ず
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
直
訳
す
れ
ば
『
法
令
順
守
』
だ
が
、

近
年
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
う

言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
は
拡
大
し
て
お

り
、
法
律
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
良
い

と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
前

置
き
し
、「
現
在
で
は
法
律
を
守
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
基
準
に
は
、
道
徳
的
な
配
慮

ま
で
含
ま
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
「
危
機

管
理
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
違
い

は
、
リ
ス
ク
発
生
後
の
行
動
と
発
生
前

の
行
動
の
違
い
で
あ
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
折
り
畳
み
傘
と
す
る
な
ら
、

危
機
管
理
は
長
傘
で
あ
る
。
雨
が
降
る

可
能
性
を
見
越
し
て
折
り
畳
み
傘
を
持

ち
出
す
こ
と
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

雨
が
降
っ
て
い
る
状
態
で
長
傘
を
差
す

こ
と
が
危
機
管
理
に
あ
た
る
」と
説
明
。

　

最
後
に
、「
危
機
管
理
の
対
応
に
お
い

て
、
経
営
者
に
は
浮
世
離
れ
し
な
い

時
代
認
識
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
よ
り
広
義
の
意
味
合
い

を
持
っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
る

た
め
に
、
大
勢
の
人
か
ら
意
見
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
等
の
リ
ス
ク
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
経
営
者
が
先
頭
に

立
っ
て
謝
罪
等
の
対
応
に
努
め
る
『
誠

実
さ
』
を
示
す
こ
と
が
社
会
か
ら
評
価

さ
れ
る
危
機
管
理
と
な
る
」
と
し
て
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、暑
気
払
い
に
移
り
、

諸
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
前
橋
支
店
長
・
櫻
井

浩
嗣
氏
の
乾
杯
に
よ
り
開
宴
。
参
加
者

の
活
発
な
交
流
・
懇
親
が
大
い
に
図
ら

れ
る
中
、
盛
会
裡
に
終
了
と
な
っ
た
。
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